
24時間365日、休まず働く下水道

札幌市建設局

　札幌市建設局では、今後10年間の下水道事業の方向性を示す「札幌
市下水道ビジョン2020」を策定いたしました。
　本概要版は、生活に欠かせない「下水道」について、より多くの皆さま
にご理解いただけますよう、ビジョンの主な内容をコンパクトにまとめ
てお示しするものです。

このバーコードは、目の不自由な方が使用する
音声読上げ装置専用の音声コードです。



次世代へつなぐ

浸水の防除
安全に暮らすために

下水道資源の有効利用
再生資源の利用を目指して

生活環境の改善
衛生的で快適なまちに

高度処理の導入・
合流式下水道の改善
清らかな水環境の保全・創出に向けて

公共用水域の水質保全
豊かな自然環境のために

過　　　　去

未 来 へ

大正15年

昭和32年

昭和42年

昭和59年

平成3年

大更新時代の到来
安全・安心な生活を維持するために

地球温暖化対策
低炭素型都市の実現のために

札幌市の下水道の「これまで」と「これから」

●札幌市の下水道のあゆみ

●ビジョン策定の目的
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札幌市下水道ビジョン 2020

環　境 資産と技術く ら し

基本的な役割

●生活環境の改善

●浸水の防除

●公共用水域の水質保全

今後の使命

●計画的な資産管理

●経営基盤の強化

●低炭素・循環型都市の実現

次世代を

見据える

次世代へつなぐ

大正15年 札幌市の下水道事業開始
昭和32年 下水道整備の拡張
昭和42年 創成川水再生プラザの運転開始
昭和54年 豊平川にサケが戻る
昭和59年 下水汚泥・焼却灰の有効利用を開始
平成2年 下水熱を利用した雪対策
平成15年 札幌市下水道マスタープラン策定

○ 安全・安心な生活の維持
○ 低炭素型都市の実現

　札幌市の下水道事業は、大正15年に雨水排除を主な目的として始まり、昭和30年代前半から、汚水処理を含めた下水道

の拡張整備が進められ、現在では、ほとんどの市民が下水道を利用できる状況となっています。

　近年では、下水熱を活用した雪対策や高度処理水によるせせらぎの回復など、下水道資源の有効利用も進めています。

～良好な「くらし」「環境」「資産と技術」を次世代へつなぐために～

下水道施設の維持管理
下水道施設の改築・再構築

合流式下水道の改善
地球温暖化対策

下水道資源の有効利用

財務体質の強化
人材の育成

　施設の老朽化の進行、環境に対する市民意識の高まり、

景気の低迷を背景とした使用料収入の伸び悩み等、下水

道事業を取り巻く環境が大きく変化している中、下水道

に求められる本来の役割を果たし、そして、次世代へ良好

な生活環境や社会基盤施設を引き継ぐため、平成23年

（2011年）から平成32年（2020年）までの

10年間で、下水道事業が取組むべき施策

の方向性を示すことを目的にビジョンを

策定します。



●下水道機能の向上
　大雨による浸水や大規模な地震といった自然災害への備えや、河川水質の保全といった課題に対応するため、下水道機

能の向上が必要となっています。

●環境負荷の低減 ●経営環境の変化への対応
　下水道事業は、水処理や汚泥処理の過程で

多くのエネルギーを使用する一方で、処理水

や汚泥など、利用可能な資源を有しています。

　地球温暖化が進

行する中、今後も環

境負荷の低減に積

極的に取組む必要

があります。

　多種多様な役割を担っている下水道事業を、

将来にわたり、安定的に運営していくためには、

多くの財源と人材が必要となります。

　使用料収入の伸び悩みやベテラン職員の退職

の増加などの課題を

抱える中、今後も、よ

り一層の経営の効率

化や人材育成に取組

む必要があります。

●下水道機能の維持

　下水道施設は、安全で安心な市民生活や、健全な都市活動を支えるための重要な役割を担っています。

　190万人の市民の生活を支える札幌市の下水道施設は、非常に大規模なものとなっており、これらの施設を将来にわた

り、しっかりと維持していくことが必要となります。

札幌市の下水道の現状と課題

流出係数
約30％

流出係数
約60％

昔のまちのイメージ 都市化が進んだまちのイメージ
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■ 下水道施設の被災状況

【写真提供：首都大学東京 土質研究室】【写真提供：首都大学東京 土質研究室】

　地震による下水道施設の被災は、日常生活に甚大な影響を与え
ることになります。

　都市化が進み、地面が舗装やコンクリートで覆われることで雨水
が地中に浸透しづらくなり、浸水被害のリスクが高まっています。
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■ 下水道施設の整備状況

累計管路施工延長 各年度管路施工延長 水再生プラザの運転開始年度

昭和40年代から
50年代の集中整備時期

《本格的な大更新時代の到来》

　昭和40年代から
50年代にかけて整
備した下水道施設
が、集中的に耐用年
数を迎える時期が
到来します。



札幌市の下水道の使命と役割
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●下水道と皆さまとのお約束

基本方針

基本目標

施策目標

施　　策

次世代を
見据える

基本方針

基本目標

施策目標

施　　策

次世代を
見据える

基本
方針

　札幌市の下水道事業が抱える現状と課題を踏ま

え、下水道が持つさまざまな使命と役割を果たすた

め、平成10年4月に定めた基本理念「次世代を見据え

る」のもと、今後10年間の基本方針を定めました。

　この基本方針のもと、３つの基本目標、５つの施策

目標、10の施策を掲げ、事業の選択と集中を図りな

がら、効率的・効果的に下水道事業を進めます。

基本方針 基 本 目 標 施 策 目 標 施 　 　 策

【札幌市下水道ビジョン 2 0 2 0  施 策 体 系 図 】

重点施策

重点施策

重点施策

重点施策

重点施策

重点施策

重点施策

重点施策 10年間で特に重点的に進める施策

市民参画の推進
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」「
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」「
資
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」を
つ
な
ぎ
ま
す

安全で安心な

市民生活を

維持します

環境に与える

負荷の低減に

努めます

健全で持続可能な
経営を目指します

下水道施設の維持管理

下水道施設の改築・再構築

雨水対策

地震対策

地球温暖化対策

下水道資源の有効利用

合流式下水道の改善

処理の高度化の推進

財務体質の強化

人材の育成

下水道機能の維持

災害に強い
下水道の実現

低炭素・
循環型都市の実現

清らかな水環境の
保全と創出

経営基盤の強化

施策目標の達成に向けて、広報や広聴活動をより一層充実させ、

市民参画型の事業運営に努めます。

次世代へ良好な「くらし」「環境」「資産と技術」をつなぎます



「札幌市下水道ビジョン2020」の施策

4

●良好な「くらし」を次世代へ

安全で安心な市民生活を維持します基本目標 1

下水道施設の維持管理

施策目標1-1 下水道機能の維持

施策1-1-1

雨水対策

施策目標1-2 災害に強い下水道の実現

施策1-2-1

地震対策施策1-2-2

■ 管内のテレビカメラ調査

●テレビカメラを使った調査を行い、管路施設の状況を的確

に把握して、修繕と改築の判定等を実施します。

●水再生プラザの運転・水質管理の最適化に努め、安定した

下水処理を継続します。

下水道施設の改築・再構築施策1-1-2

●修繕による施設の延命化を図るとともに、来たるべき大

更新時代に向けて、施設の改築時期や手法について検討し

ます。

●都心部の緊急輸送道路下の管

路耐震化を引き続き進めます。

●水再生プラザ耐震化の新たな

内容を、水処理機能維持の観点

から検討します。

●浸水が発生している地区や大

きな浸水被害が想定される地

区について、重点的に、雨水拡

充管や雨水ポンプ場の整備を

進めます。

●市民・企業・行政の協働による

雨水流出抑制を進め、下水道

への雨水流入量を減らします。

みなさんの毎日の生活をしっかりと支えます

重点施策

　古くなった管
内にテレビカメ
ラを入れて、壊れ
た箇所や水の浸
入などの異常を
確認します。

モニターテレビ
テレビカメラ車

止水エアープラグテレビカメラ

■ 古くなった管の取り替え
　傷みが激しい管
を新しいものに取
替えます。

■ 協働による雨水流出抑制のイメージ

　大雨が降った時に、下水道や川などに水が一気に流出しないようにする
ため、雨水を地中に浸透させたり、一時的に溜めたりするなど、市民・企業・
行政が一体となった取組を進めます。

屋上を緑化

ビルでは 各家庭では

駐車場では

雨水浸透ます
雨水貯留施設

家の周りを緑化

勾配型無落雪屋根

軒 下 貯 留

雨水が地面にしみ込
みやすくなります。

雨水を貯留して散水
などに利用できます。

緑化は、都市に緑が
増え美しい町並みに
もなるよ。

小さなことでも、みん
なで取組めば、雨に
強いまちづくりができ
るよ。僕たちのまちを
浸水から守ろう。

重点施策
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●良好な「環境」を次世代へ

環境に与える負荷の低減に努めます基本目標 2

●省エネルギー設備の導入などにより、温室効果

ガスの削減に努めます。

●新エネルギーの導入など、温室効果ガス削減の

新たな施策の検討を進めます。

■ 省エネルギー設備の導入例（微細気泡散気装置）
　小さな気泡を発生さ
せることにより、下水中
に酸素が溶けやすくな
るため、送風量が抑え
られ、電力使用量を削
減することができます。

■ 合流式下水道の大雨時の河川放流イメージ
　汚水と雨水を一つの管
で流す合流式下水道で
は、大雨時に処理しきれ
ない下水が河川に放流さ
れる場合があります。

■ 晴天日の河川の水量に占める下水処理水量割合（平成18年度）

札幌市の一部の河川では、下水処理水の占める割合が高くなっています。

地球温暖化対策

施策目標2-2 低炭素・循環型都市の実現

施策2-2-1

合流式下水道の改善

施策目標2-1 清らかな水環境の保全と創出

施策2-1-1

下水道資源の有効利用施策2-2-2

●雨水貯留施設の設置など、効率的・効果的な対策を進めます。

●吐口スクリーンなどの整備を継続し、河川へのごみ類の流出

を抑制します。

処理の高度化の推進施策2-1-2

●放流先の河川に求められる水質を維持するた

めに、最適かつ効率的な処理方法を選択し、良

好な水環境の保全・創出に貢献します。

清らかな水環境の創出と地球環境にやさしいまちづくりに貢献します

■ 汚泥有効利用の一例

重点施策

重点施策

重点施策

茨戸川

80 75

40

65

20

75

80

創成川

新川

伏籠川

豊平川下流

野津幌川

月寒川

石狩川

石狩川

豊平川 厚別川

河川固有水量

下水処理水量（％）

西部SC焼却灰（クリンカ状） 埋戻し材としての利用東部SC焼却灰（パウダー状） セメント原料としての利用

●汚泥100％有効利用

を引き続き進めます。

●バイオマスエネル

ギーの活用などを視

野に入れた、有効利

用メニューの多角化

について検討します。

豊
平
川

水再生プラザ
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財務体質の強化

施策目標3-1 経営基盤の強化

施策3-1-1

●良好な「資産と技術」を次世代へ

●より一層の経営の効率化に取組むとともに、事業の選択と集中に努めます。

●財政状況を踏まえながら、適正な受益者負担のあり方について検討します。

健全で持続可能な経営を目指します基本目標 3

収　入 支　出

→不足額には、これまで蓄えてきた貯金（内部留保資金）を充当します。

下 水 道 の お サ イ フ
下水道事業会計の平成21年度の収入支出を1万分の1に縮小し、家計に例えて表すと…

今後も良質な下水道サービスの提供を続けていきます

重点施策

人材の育成施策3-1-2

●技術研修や経営研修等を通

して職員の技術・知識レベ

ルの維持向上を図ります。

●民間企業や研究機関との技

術交流を深め、互いの技術

力の向上を目指します。

重点施策

220

200

180

（億円）

H13 H21

216 億円

205億円

増加が見込まれない

（年度）

■ 使用料収入の現状と見通し ■ これまで実施してきた経営効率化策

■ 下水道実務発表会

業務事例等についての各職場からの発表会

■ 処理施設維持管理実習研修

模擬装置を活用した電気設備研修

● 給料
　 基本給（下水道使用料）
　 諸手当（一般会計繰入金）
● 親からの援助（国庫補助金）
● ローン（企業債）
● その他（雑収入）
収入総額

426万円
205万円
221万円
49万円
125万円
12万円
612万円

57万円

109万円
135万円
331万円
5万円

637万円

● 食費（人件費）
● 光熱水費、衣類や電化製品の購入・修理
 （維持管理経費）
● 家の増改築（建設改良経費）
● ローンの返済（企業債元利償還金）
● その他（雑支出）
支出総額

平成21年度末内部留保資金残高：63億円
（貯金残高：63万円）

平成21年度末未償還残高：3,183億円
（ローン残高：3,183万円）

● 組織体制の見直し
● 汚泥処理の集中化
● 民間委託化（施設の運転管理など）の推進
● ポンプ場の遠方監視化
● 人件費（手当など）の見直し



情報共有

ビジョンの実現

プ ラ ン の 評 価

❶ 内部評価 ❷ 外部意見の反映

Plan Do Check

札幌市下水道事業中期経営プラン2015（仮称）

プランの
策定

プランの
実行

プ ラ ン の 評 価

❶ 内部評価 ❷ 外部意見の反映

Plan Do Check

次期プランの
策定

プランの
実行

後 期  中 期 経 営 プ ラ ン

Action
指標の見直し改善指標の見直し改善

市民参加

下水道科学館による環境教育水再生プラザの市民見学会

パンフレット作成ワークショップ下水道モニター制度

札幌市建設局 下水道河川部 経営管理課
０１１-８１８-３４５２
０１１-８１２-５２０３
gesui@city.sapporo.jp
http://www.city.sapporo.jp/gesui/
〒062-8570 札幌市豊平区豊平６条３丁目２－１
地下鉄東豊線 学園前駅 出口１番から徒歩５分   

ＴＥＬ

ＦＡＸ

U R L

Ｅ－ｍａｉｌ

所在地
さっぽろ市

02-U00-10-1291
22-2-216

このパンフレットは古紙100％の再生紙を使用しています。 環境にやさしい大豆油インクで印刷しています。

円滑な事業運営に向けて ～市民参画の推進～
　下水道事業は、多くの市民の皆さまに利用されている生活に密着している事業です。市民の皆さまの信頼に応

え、円滑に安定した事業運営を進めていくためには、皆さまのご理解とご協力が必要です。

　札幌市下水道ビジョンの実現に向け、各施策を展開する上で市民参画の推進を意識し、「情報共有」と「市民参

加」の視点から、広報や広聴活動の充実に努めてまいります。

　実際に下水がきれいになる過程を観察しながら、下
水道を身近な存在として体感してもらう機会を提供し
ます。

　普段は目に見えない下水道の仕組全般を「安全に」
「楽しみながら」「体験できる場」を提供し、次世代を担
う子どもたちの環境教育に取組みます。

　下水道モニター制度を活用し、「市民への情報提供」
「市民参加」を進め、事業の効率的・効果的な運営に反
映します。

　ワークショップや意見交換会の開催、パブリックコメ
ントやアンケートの活用により、市民の皆さまの意見
を事業に反映させる取組を進めます。

ビジョンの実現に向けて
　ビジョンの実現に向けて、「札幌市下水道事

業中期経営プラン2015」（仮称）を策定・実行

し、指標などを用いて年度毎にプランの実施

状況を確認するとともに、プランの評価を行

ないます。

　さらに、プランの評価に基づき、次期経営プ

ランを策定し、ビジョンの実現を目指します。


